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　　　　　　　（　2006年度1学期は6月24日で終了しました。）

国際クラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森間　裕子

１学期は、まだ慣れないため、ひたすらがんばりました。生徒達は皆行儀がよく、やる気のある子達ばかりで一生懸命に、なればなるほど、その結果が得られました。

ただ漠然とした授業より波のある興味深いものをというアドバイスを元に、月１回のスペッシャルクラス、習字、俳句などを取り入れました。ひらがな、カタカナの強化に加え、漢字もはじめ、生徒達は皆、興味があるらしく毎週あたらしい漢字を楽しみにしているようです。

もう少し日本語クラスとの交流を図りたいと思うのですが、各クラス時間帯が異なるのでそれが課題です。

年中クラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハンピーター　紀子
今年度は女の子が多く、女子5人、男子3人で始まりました。現在はもっと、女の子が増え、女子7人、男子3人、計10名で楽しく過ごしています。

1学期はクラスや先生やお友達と親しむことがひとつの目標であり、また、クラスの決まりに慣れるようにがんばっています。とても個性豊かなクラスです。.1年を通しての成長が楽しみです。生徒達は、しばらく夏休みで会わない間に一段と成長することでしょうね。

けがや事故のない楽しい夏休みをお過ごしください。

そしてまた、2学期に皆の元気な笑顔に会うのを楽しみにしています。

幼稚園　年長組　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モントゴメリー　吉恵

女生徒５人と男生徒８人、計１３人のクラスは、とても和やかな雰囲気があり、初めは緊張していた生徒達も私の名前を口が回らず、うまく言えない生徒によって大笑い。
「スナック無し」と覚悟を決めた生徒達は、弱音を吐かずに授業に取り組みました。未だに「お腹がすいた」とは言いません。しかし、「疲れた」と言う生徒がちらほら、それは、色々な事をやっている為なのかそれとも、前夜の夜更かしなのか？解りませんがクラスの約束事である「出来ないと言わない！」は、どうにか守れています。

頑張れ。その調子で二学期も.．．．

小学校１年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎藤　遼子


男子８名、女子５名の計１３名の元気な子供達と始まった１学期、たくさんの方々の支え、そして子供達の頑張りにより、とても充実した学期になったと思います。国語では平仮名がきれいに書けるようになり、音読も大きな声ですらすらと出来るようになりました。また算数では足し算、引き算が早く正確にできるようになりました。これからも楽しんで学習してほしいと思います。
小学２年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅野　由美子　

４月の進級当初は、１年生気分が抜け切れきれなかった生徒たちでしたが、今ではすっかり２年生としての姿勢を身に付け、毎週真剣に授業に取り組んでいます。この１学期、国語・算数ともに、ノートの取り方に重点を置きました。『間違いは、消しゴムで消さずに赤ペンで直す』というように、漢字、計算の間違いが一目できる、又、前週を振り返られるノート作りを目指しました。　２年生になり、新出漢字が一挙に増え、毎週生徒たちを困らせていますが、宿題で反復に反復を重ね、努力の最中です。２学期も同様、漢字の定着を目指すとともに、担任として、生徒たちが学ぶ楽しさを感じられるような授業を目標に、かんばりたいと思います。

小学3年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ショウツァ　美花
 

新しい生徒1名を迎えて女子9名、男子4名の13名で始まった１学期は、とても暖かな雰囲気でスタートとすることができました。
低学年から中学年となった子供たちは、生活態度・学習面の向上、特に心の成長は目を見張るものがあったと思います。殺伐とした現代でありながらも、子供たちが「人のために何かをしたい、助けたい」という気持ちが成長していることに、とても感銘を受けました。
学習面においては、一度も日本の学校に通ったことの無い生徒から、アメリカに来たばかりの生徒や、保護者が日本の方ではない生徒等、生活・学習環境が異なるにもかかわらず、とても学力が安定していました。
とくに漢字を学習することは難しいことと思います。
これからの課題は、この安定した学力をいかに維持しながら向上させていくか。新出漢字、読書感想文、作文と新しい課題も増えてきます。特に書くということが苦手な子供たちが多く、このことをいかに楽しく学習していくか、これからの挑戦課題になりそうです。
そのためにもこの夏休みを有意義なものにしてほしいと願います。
 
小学４年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河崎　　　綾
4年生　一人お友達が日本に帰国した後に、1名の転入生があり、9人体制となりました。物語「三つの願い」では音読と内容の考察の後、感情をこめて読むことができるようになり、「春のうた」の詩では作者の詩に触発されていくつかの美しい詩がうまれました。漢字テストはついていくのが大変な時もありました。三年生の漢字についても完全に習得できていないので、夏休みの間にしっかり復習させたいと思います。また新聞づくりをはじめましたが、記事を書くのに四苦八苦し、共同作業をしたり、リーダーシップを発揮することを学びながら、2学期に完成させる予定です。
算数は割り算などの大きな単元をのりこえました。みんな理解できていますが、時間内に終わらせることと、うっかりミスをするのを防ぐようにしたいと思います。　　

小学５年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堂上　由佳
新しい学年に上がり、新しいお友達も二人増え、やっとクラスが落ち着いてきたという時点でもう一学期が終わってしまうという感じです。しかし子供たちは、この短い間でも、とても多くのことをしっかりと習得できたように思われます。
国語の時間では比較的文章を書く単元が多く、敬語を使った手紙を書いたり、詩を作ったり、自分が調べた題材についてのレポートの書き方を勉強したりしました。みんな苦手意識はありながらも、しっかりとした内容のものを仕上げることができ、とてもよい学習になったと思います。
また、授業の合間に毎週行った都道府県かるたのゲームでは、みんながまったくの遊び感覚で楽しんでいるうちに、どんどん都道府県名と県庁所在地名を覚えていき、教師のほうが驚かされるほどの伸び様でした。今度は日本地図も、もう覚えはじめていますので、このままこれを二学期に引き継いで、今の自主的な学習態勢をもっともっと伸ばしていけたらと思っています。
小学６年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹花　美陽
感性豊かで、元気で明るい、また互いを思いやるクラス作りが出来ました。　学習面では、様々な行事を踏まえての短時間の半日授業でしたが、国語・算数ともに生徒の理解力を中心とした学習が出来たと思います。又、漢字の学習においても一人一人の弱点を強化していくよう心がけました。個性と努力を伸ばした雰囲気が、返ってクラスをまとめる結果になったと思います。
　　　　

中学　国語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メクファーソン　美加　

　　　　　　　　　

一学期はあっという間の3ヶ月でした。新一年生6名を迎え中学生は2名から8名へ、そして、転入生が入り現在９名になりました。　国語の学習では、どの学年も

〔心の在り方〕の単元から始まり〔本の世界を広げよう〕の単元まで進んできました。
各学年とも少しずつ教科の内容が難しくなり週１回の授業では厳しいのですが、どの生徒も頑張ってついて来てくれました。
また、運動会を通して中学生同士互いの絆を深め横のつながりが、より一層強いものとなりました。　夏休みを終え一回り大きくなった生徒たちと二学期も頑張っていきたいと思っております

中学　社会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バーンズ　由香

1学期の途中から担当する事になりました。最初の頃は、生徒達の様子を見ながら、色々と授業内容を調整して、クラスごと、そして生徒達個人のニーズに合うように努力してきました。　やっと生徒達と打ち解けたかな？と思っていたらもう学期末となってしまいました。しかし、この休みの間に２学期の授業の効率向上を目指して、学習したいと考えています。限られた時間なので無駄なく、大切に使いたいと思います。このような素晴しい機会を与えてくださって、初めて『教える立場』の大変さやこちらに生活している日本人家族の皆様の思いや願いを体で感じとる事ができました。このようなことは、セントルイス校でしか、経験できない事ばかりです。とても感謝
をしております。
中学　数学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤本　貴士
学年ごとに違ったアプローチでした。　１年生は生徒全員が帰国予定なので、教科書に沿ったオーソドックスな授業でしたが、他の学年と比べて生徒数が多いので、一人一人の質問に答えていくと時間が足りず、授業中に問題を解くことが少なくなり、練習は宿題に頼ることになりました。　２年生は日本語のハンデが大きく、数学を通して日本語の向上に努め、３年生は、生徒が一人なのでマン・ツー・マンの授業になり、質問、間違いの訂正など、注意が払えてとてもスムーズに進みました。 ２学期は、１２時半までの授業が始まります。内容も難しくなるので、重要なポイントに時間をかけて授業を進めたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　了
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
